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▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル
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5／19(日)9：00〜16：00、区役所本庁舎で窓口業務を行います。取り扱い業務の詳細については、各担当窓口にご確認ください

酒井正子

(川村学園

女子大学

教授)

哭きからウタ

へ：琉球と日

本本土の葬送

歌をめぐって

大島建彦

(東洋大学

名誉教授)

江戸東京の民

俗信仰

間宮史子

(白百合女

子大学准

教授)

200歳を迎え

たグリム童話
―その現代に

おける意義

講師内容

参加者募集

発
令
・
解
除
・
濃
度
等
各
種
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

区
と
区
民
と
の
協
働
で
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
い
︑
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
ま
ち
づ
く
り
︵
年
齢
︑
性
別
︑

国
籍
︑
能
力
な
ど
の
違
い
を
尊
重
し

つ
つ
︑
誰
も
が
使
い
や
す
く
安
全
で

安
心
な
環
境
を
つ
く
る
た
め
︑
自
治

体
・
住
民
・
事
業
者
が
協
働
で
進
め

る
ま
ち
づ
く
り
︶
に
つ
い
て
考
え
ま

す
︒ま

た
︑
小
学
校
へ
出
向
い
て
出
前

講
座
を
行
い
︑
こ
ど
も
た
ち
と
交
流

し
な
が
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
考
え
を
広
め
て
い
き
ま
す
︒

昨
年
度
は
八
名
川
小
︑
元
加
賀
小
︑

第
二
亀
戸
小
︑
第
三
砂
町
小
︑
第
六

砂
町
小
で
出
前
講
座
を
行
い
ま
し
た
︒

障
害
者
︑
高
齢
者
︑
子
育
て
中
の
方

や
興
味
の
あ
る
方
は
︑
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月
�
日
︵
日
︶
午
後
�
時
半

～
�
時
半
︵
平
成

年
�
月
ま
で
に

26

約
	
～

回
開
催
予
定
︒
原
則
土
・

10

日
曜
を
予
定
※
出
前
講
座
は
小
学
校

の
開
校
日
に
実
施
※
す
べ
て
の
開
催

日
に
参
加
で
き
な
く
て
も
可
能
︶

▢場
富
岡
区
民
館
ホ
ー
ル
︵
富
岡
�

︱

︱

︶
▢人

人
︵
応
募
多
数

16

12

30

の
場
合
は
︑
居
住
地
域
や
応
募
動
機

を
参
考
に
選
考
︶
▢内
導
入
講
座
︑

ま
ち
歩
き
︑
小
学
校
へ
の
出
前
講
座
︑

フ
ォ
ー
ラ
ム
等

▢締


月

日
︵
月
︶

27

必
着▢申

は
が
き
︑
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ

ー
ル
に
①
郵
便
番
号
・
住
所
②
氏
名

�
月
ご
ろ
か
ら
梅
雨
︑
台
風
の
季

節
を
迎
え
ま
す
︒
昨
今
は
排
水
能
力

を
超
え
る
短
時
間
集
中
豪
雨
に
よ
り
︑

道
路
冠
水
等
の
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
︒
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
備
え

を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
水

害
に
備
え
る
た
め
︑
日
ご
ろ
か
ら
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
情
報
を
確
認
し
︑
気
象
の
変

化
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
︒

﹁
土
の
う
﹂
は
区
指
定
日
に
配
送

区
で
は
浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
︑

�
月
か
ら

月
に
毎
月
﹁
土
の
う
﹂

10

を
保
管
希
望
者
に
配
付
し
ま
す
︒
配

送
は
︑
区
が
指
定
し
た
日
に
行
い
ま

す
︒
台
風
接
近
時
等
の
当
日
を
含
む

直
前
対
応
は
困
難
で
す
の
で
ぜ
ひ
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

※
区
が
配
付
し
た
土
の
う
を
保
管
し

て
い
る
方
で
︑
袋
が
破
損
し
て
い
る

場
合
は
袋
の
み
の
配
付
も
行
っ
て
い

ま
す
︒
な
お
︑
多
量
の
場
合
等
︑
配

送
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

﹇
�
月
受
付
分
の
配
送
日
﹈
�
月
�
日

︵
月
︶
以
降
の
区
が
指
定
す
る
日

▢申


月

日
︵
金
︶
ま
で
に
電
話

24

で
河
川
公
園
課
工
務
係

☎
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生
活
保
護
は
︑
憲
法
第

条
の
定

25

め
に
基
づ
き
︑
現
に
暮
ら
し
に
困
っ

て
い
る
国
民
の
誰
も
が
受
け
ら
れ
ま

す
︒
﹁
病
気
や
け
が
な
ど
で
収
入
が

な
い
﹂
﹁
働
い
て
い
て
も
収
入
が
少

な
い
﹂
な
ど
︑
生
活
費
や
住
宅
費
︑

医
療
費
等
に
困
っ
て
い
る
方
に
そ
の

不
足
分
を
補
う
と
と
も
に
︑
自
力
で

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
援
助
し
ま
す
︒

生
活
保
護
は
︑
国
の
決
め
た
保
護

基
準
︵
最
低
生
活
費
︶
と
そ
の
世
帯

の
収
入
を
比
較
し
て
︑
収
入
が
保
護

基
準
を
下
回
る
場
合
に
︑
不
足
す
る

分
が
支
給
さ
れ
ま
す
︒

た
だ
し
︑
次
の
よ
う
な
場
合
は
︑

各
世
帯
に
応
じ
た
努
力
を
︑
生
活
保

護
に
優
先
し
て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
︒

○
預
金
や
土
地
な
ど
の
資
産
は
活
用

す
る

○
働
け
る
人
は
能
力
に
応
じ
て
働
く

○
親
子
︑
兄
弟
姉
妹
な
ど
か
ら
で
き

る
だ
け
援
助
を
受
け
る

○
年
金
や
各
種
手
当
な
ど
他
の
法
律

な
ど
の
給
付
を
活
用
す
る

﹇
深
川
地
域
の
方
の
相
談
﹈

保
護
第
一
課
︵
区
役
所
�
階

番
︶

24

☎
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�
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)
�
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﹇
城
東
地
域
の
方
の
相
談
﹈

保
護
第
二
課
︵
大
島
�
︱



︱

�
総

合
区
民
セ
ン
タ
ー
�
階
︶

☎
(
�
�
�

)
�

�


▲出前講座でこどもと一緒に考えます

③
年
齢
④
連
絡
先
︵
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
︶
⑤
応
募
の
動
機
⑥
手

話
・
未
就
学
児
の
一
時
預
か
り
等
が

必
要
な
場
合
は
そ
の
旨
を
記
入
し
︑

〒

︱

区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進

135

8383

課
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
担
当

☎
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月
～
�
月
は
﹁
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
﹂
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
︒

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
︑
気
温
が
高
く
︑

強
い
日
差
し
で
風
の
弱
い
空
気
の
よ

ど
ん
だ
日
に
多
く
発
生
し
ま
す
︒
原

因
は
︑
自
動
車
や
工
場
か
ら
排
出
さ

れ
る
窒
素
酸
化
物
な
ど
が
紫
外
線
と

複
雑
な
光
化
学
反
応
を
お
こ
し
︑
二

次
的
に
生
成
さ
れ
た
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

が
高
濃
度
に
発
生
す
る
こ
と
に
よ
り

ま
す
︒
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が
高
く

な
る
と
︑
目
の
チ
カ
チ
カ
や
の
ど
の

痛
み
な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
︒

都
は
︑
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃

度
が
高
く
な
っ
た
場
合
︑
注
意
報
等

の
発
令
を
行
い
ま
す
︒
区
は
︑
都
の

発
令
を
受
け
︑
保
育
園
や
児
童
館
・

出
張
所
な
ど
に
表
示
板
を
掲
出
し
︑

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
︒

注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
ら

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

○
な
る
べ
く
屋
外
に
出
な
い

○
屋
外
で
の
運
動
は
ひ
か
え
る

○
自
動
車
の
使
用
は
ひ
か
え
る

○
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
︑
の
ど
が

痛
く
な
っ
た
と
き
は
︑
目
を
洗
い
︑

う
が
い
を
す
る

被
害
を
受
け
た
ら

最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
保
健
相

談
所
等
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
︒

﹇
月
～
金
曜
の
午
前
�
時
半
～
午
後

�
時

分
﹈
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○
江
東
区
保
健
所

☎
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○
深
川
保
健
相
談
所

☎
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�
�
�
�
)
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○
城
東
保
健
相
談
所

☎
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�
�
�
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○
深
川
南
部
保
健
相
談
所

☎
(


�
�
�
)
�
�
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○
城
東
南
部
保
健
相
談
所

☎
(


�
�
�
)


�
�
�

﹇
そ
の
他
の
時
間
帯
﹈

○
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
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光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
を

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

東
京
都
環
境
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
︑
都
内
各
地
の
発
令
・
解
除
時

刻
お
よ
び
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
デ
ー

タ
等
の
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
登
録
し

た
方
に
は
︑
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
等
の
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す

︵
江
東
区
は
区
東
部
に
属
し
て
い
ま

す
︶
︒
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒

微
小
粒
子
状
物
質
︵
Ｐ
Ｍ
�
・
�
︶

情
報
を
都
の
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ

区
内
で
は
︑
都
の
測
定
局
�
地
点

︵
大
島
・
亀
戸
・
辰
巳
︶
で
常
時
測
定

し
て
お
り
︑
東
京
都
環
境
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
�
時
間
毎
の
測
定
結
果

を
確
認
で
き
ま
す
︒

﹇
東
京
都
環
境
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹈

h
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/
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▢問
環
境
保
全
課
調
査
係

☎
(
�
�
�

)
�
�
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口
承
文
芸
と
は
各
地
に
伝
わ
る
昔

話
や
伝
説
な
ど
口
伝
え
に
語
り
つ
が

れ
て
き
た
文
芸
で
す
︒
日
本
口
承
文

芸
学
会
の
大
会
が
深
川
江
戸
資
料
館

と
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
の
を
機
に
︑
ど
な
た
で
も
楽
し
め

る
講
演
会
と
語
り
セ
ミ
ナ
ー
に
皆
さ

ん
を
ご
招
待
し
ま
す
︒

江
戸
・
東
京
か
ら
日
本
の
民
俗
・

口
承
文
芸
を
考
え
る
講
演
会

口
承
文
芸
研
究
の
第
一
人
者
が
︑

多
彩
な
切
り
口
で
﹁
江
戸
・
東
京
﹂

に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
︵
土
︶午
後
�
時
～
�

時
半

▢場
深
川
江
戸
資
料
館
小
劇
場

︵
白
河
�
︱

�
︱

︶
28

▢内
右
表
の
と
お
り

江
戸
・
深
川
の
く
ら
し
と
語
り

～
七
不
思
議
・
相
撲
の
話
な
ど
～

江
戸
の
物
売
り
の
声
や
︑
地
域
に

伝
わ
る
七
不
思
議
︑
江
戸
・
深
川
の

歴
史
・
暮
ら
し
に
根
差
し
た
お
話
を

語
り
︑
そ
れ
ら
に
隠
さ
れ
た
民
俗
学

的
な
意
味
や
歴
史
的
な
背
景
を
解
説

し
ま
す
︒
関
連
す
る
写
真
や
版
画
な

ど
も
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
︵
日
︶
午
前

時
～

10

時
半

▢場
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
多

11目
的
ホ
ー
ル
︵
森
下
�
︱

︱

︶

12

17

▢師
久
野
久
美
子
・
小
松
千
枝
子

︵
聴
き
耳
の
会
︶
︑
鈴
木
実
穂
︵
江
東

子
ど
も
の
本
研
究
会
︶
︑
布
川
き
み

︵
お
は
な
し
パ
レ
ッ
ト
︶
︑
沼
尻
順
之

助
︵
渋
谷
民
話
の
会
会
長
︶

※
い
ず
れ
も

▢人
各

人
︵
申
込
順
︶

50

▢費
無
料

▢申


月

日
︵
水
︶
か
ら
深
川
江

15

戸
資
料
館
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
�
�
�
)
	
�
�



◀
本
所
七
不
思
議
﹁
置
行
堀

お
い
て
け
ぼ
り

﹂

す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館

蔵


